









本研究では、膠芽腫患者由来の 9 種類の膠芽腫幹細胞株を使用し Notch 阻害剤であるγ-セク
レターゼ阻害剤(MRK-003 以後 MRK)の有効性を in vitro で評価した。MRK により膠芽腫幹細胞
の細胞増殖抑制、アポトーシス促進、幹細胞形質の喪失を認めた。膠芽腫幹細胞株には MRK
高感受性群と低感受性群が存在した。CD44 の発現量が高く、CD133 の発現量が低い膠芽腫幹















































幹細胞形質評価のために sphere forming assay












胞群（B 群）4 種類に分けられた。 
２、Sphere forming assay では、低濃度の
MRK003によりA群では sphere形成が阻
害され、B 群では高濃度の MRK003 で
sphere 形成能が阻害された。 
３、AnnexinV-FITC を用いたフローサイトメ
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４、CD44 と CD133 の発現量は、A 群ではそ
れぞれ 87.9-100%、0-33.4%であり、B 群
では 0.24-87.7%、84.2-99.4%であった。 






存在した。Notch 阻害剤は CD44 の発現量が
高く、CD133 の発現量が低い膠芽腫幹細胞に
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